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一
九
九
〇
年
代
後
半
、
国
際
協
力
の

担
い
手
と
し
て
、
地
方
自
治
体
が
注
目

さ
れ
た
時
期
が
あ
る
。
途
上
国
の
中
央

政
府
を
対
象
に
し
た
法
律
や
制
度
づ
く

り
に
関
す
る
国
際
協
力
が
進
み
、
法
令

の
執
行
の
強
化
が
新
た
な
課
題
と
な
っ

て
き
た
こ
と
、
途
上
国
に
お
け
る
地
方

分
権
化
が
進
み
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
の
執

行
が
中
央
政
府
か
ら
地
方
政
府
に
移
管

さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
一
方
、

日
本
の
地
方
政
府
も
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

「
国
際
化
」
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
国
際
協
力
に
関
心
が
持
た
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（
参
考
文
献
①
、
②
）。

環
境
分
野
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半

に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
専
門
家
と
し
て
派

遣
さ
れ
る
地
方
政
府
職
員
の
割
合
は
三

分
の
一
を
超
え
て
お
り
、
早
く
か
ら
現

場
で
の
知
見
が
豊
富
な
地
方
政
府
職
員

が
国
際
協
力
に
携
わ
っ
て
き
た
（
参
考

文
献
③
）。

　

近
年
、
こ
れ
ら
の
要
素
に
加
え
て
、

下
水
や
廃
棄
物
処
理
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
分
野
で
、
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
と
連
携

し
た
形
で
の
国
際
協
力
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
官
民
連
携
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

よ
ば
れ
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
民
間
投
資

を
呼
び
込
む
動
き
が
、
先
進
国
の
み
な

ら
ず
途
上
国
で
も
広
が
っ
て
き
た
こ
と

が
あ
る
。
公
共
部
門
の
技
術
や
資
金
の

不
足
を
、
海
外
資
本
を
含
め
た
民
間
か

ら
の
投
資
・
技
術
導
入
に
よ
り
、
補
お

う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
世
界
銀
行
な

ど
の
国
際
援
助
機
関
も
推
進
し
て
い
る
。

　

日
本
国
内
で
も
、
一
九
九
九
年
に

「
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施

設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に

民
間
の
技
術
や
投
資
を
活
か
す
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
設
計
、
建
設
、

操
業
等
、
広
範
な
内
容
を
一
括
し
て
委

託
す
る
事
例
は
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
で
、
地
方
政
府
（
環
境
担

当
部
門
や
公
社
）
と
企
業
と
の
連
携
が

海
外
で
の
国
際
協
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

に
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

日
本
の
地
方
自
治
体
の
役
割
は
、

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
」

（
地
方
自
治
法
第
一
条
の
二
）
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
国
際
交
流
や
国
際
協
力

予
算
へ
の
議
会
等
か
ら
の
風
当
た
り
は

厳
し
い
。
し
か
し
、「
イ
ン
フ
ラ
輸

出
」
に
向
け
て
中
央
政
府
予
算
が
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
追
い
風
と
な
っ
て

い
る
。

　

本
特
集
で
は
、
国
際
環
境
協
力
や
環

境
分
野
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援
を
進

め
て
い
る
先
進
的
な
地
方
自
治
体
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
専
門

や
職
歴
の
異
な
る
三
名
（
北
九
州
市
、

横
浜
市
の
担
当
者
、
大
阪
市
の
事
業
に

協
力
し
て
い
る
地
球
環
境
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
）
を
招
い
て
の
座
談
会
を
掲
載

し
て
い
る
。
国
際
環
境
協
力
や
環
境
分

野
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
支
援
を
進
め

る
理
由
や
悩
み
な
ど
、
新
た
な
挑
戦
を

続
け
る
自
治
体
職
員
の
よ
り
リ
ア
ル
な

現
状
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
う
。

　

国
際
協
力
に
し
ろ
、
民
間
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
支
援
に
し
ろ
、
相
手
国
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
技
術
や
製
品
等
を
提

供
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
環
境
分

野
で
は
、
規
制
の
整
備
や
予
算
の
確
保
、

執
行
の
強
化
な
ど
政
府
の
取
り
組
み
が

な
け
れ
ば
、
環
境
対
策
投
資
も
進
ま
な

い
。
官
民
が
連
携
し
た
協
力
が
、
日
本

と
相
手
国
、
双
方
に
と
っ
て
望
ま
し
い

形
で
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
な
お
、
本
特
集
内
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
役
職
名
は
二
〇
一
五
年
三
月
時
点
の

も
の
で
す
。）

（
こ
じ
ま　

み
ち
か
ず
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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